
16� 証券アナリストジャーナル　2017.� 8

１．はじめに

　現在、頻繁に登場するAIとは、機械学習のこ

とを指しているケースがほとんどである。コンピ

ューターが学習し、自動的に結論を導き出すさま

があたかも知性をもって考えているようであるこ

とからAI（人工知能）と呼ばれるのだろう。し

かしながら、AIが意思をもって、意思決定をす

るということは現在の技術や技術の発展によって

もたらされるものとは程遠いと思われる。なぜな

らば、現在の機械学習は、統計的手法の応用やデ

ータマイニングと大きく変わらないからである。

機械学習とは、ビッグデータと呼ばれる大量のデ

ータを活用し、様々なデータから法則性を導き出
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　本稿において、AIは機械学習であることを再確認した上で、その基本的な手法であるアソシエーションルール、
ニューラルネットワーク、グラフ理論、ディープラーニング等についてAIになじみの薄い人でも理解しやすいよ
うに概説する。また、各手法が資産運用にどのように応用できる可能性があるのかについてアイデアや実例の一
端を紹介する。更に、AIは機械学習にすぎないことから生じる限界についても論じた上で、今後のアナリストや
ファンドマネジャーに求められる能力について若干の考察を加える。
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